
最適なエンドミドル切削条件を理論的に導き出し、
工具摩耗を低減すると共に、
加工効率を飛躍的に向上させる
シミュレーションソフトです！

独自のエンドミル切削プロセスの理論解析モデル

「切削キャッチャー」開発・販売 https://milling-catcher.com/

〒104-0061 東京都中央区銀座7-13-6 サガミビル2F  TEL：050-5264-0763

株式会社MIST

導入事例

手順①  ファンダメンタル分析とミクロ分析

手順②  マクロ分析

手順③  エンドミルの強制振動解析

◆粗取り加工時間を大幅に短縮することに成功！
下図に示すように、ハイス工具を用いても、従来の超鋼工具による一般粗取り
加工より加工時間を大幅に削減しました。このように、切削キャッチャーを
使って真の最適条件を導き出すことで、加工時間の大幅削減と工具費の低減
の両方を実現できます。

◆工具摩耗を生じさせることなく、
　生産効率を数倍～数十倍に
“切削キャッチャー”の最大の特徴は、数多くの実践データに裏付け
された理論的最適化手法です。つまり、最適化問題を理論的に解く
ことによって、最適加工条件を求めることができるのです。
その際の第一の制約条件は、工具摩耗です。工具摩耗の発生しな
い範囲で加工効率の最大化を実現する。以下に示すように、“切削
キャッチャー”を活用すれば、工具摩耗を生じることなく、効率を
数倍～数十倍にすることが可能となります。

Cutting efficiency: 32cc
F　1200mm/min
Rw　6mm
Ad　1.2mm

Cutting efficiency: 576cc
F　10000mm/min
Rw　0.16mm
Ad　20mm

ミクロアナリシス
（平面分析）

ファンダメンタルアナリシス
（基本分析）

マクロアナリシス
（立体分析）

真上からながめ、エンドミルと
ワーク材の平面的な幾何関係
を分析

切削プロセスの理論モデルに
基づいて、エンドミル切削を
立体的に分析

2次元切削理論による分析

“切削キャッチャー（Milling Catcher）”
Ultimate Approach to Cutting Condition Optimization

切削キャッチャー

加工時間が大幅に短縮
※当社従来品比

※当社従来品比

今までの条件で加工した場合 最適化した条件で加工した場合

微細・精密加工技術展2017 出展予定
会期／2017年4月27日㈭・28日㈮

10：00～17：00 10：00～16：00
会場／大田区産業プラザPiO（東京都大田区南蒲田1-20-20）

微細加工・精密加工に特化した専門展
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